






30億人

また、乾燥地帯の約70％は、アフリカとアジ
アにあります。乾燥地帯の土地利用につい
て、面積が最も大きいのは、草地で、次に森
林や農地となっています。
　世界の森林面積は、1990年から2020年の30
年間で1億7800万ha（日本の国土面積の約5
倍）が減少しました。特に中国では急速に砂
漠化が進行し、その進行は北京周辺にも及ん
でいます。中国北西部の砂漠の砂が大量に上
空に巻き上げられ、偏西風に乗って飛来し、
地上に降り注ぐ黄砂は日本にも大きな被害を
与えています。

UNCCD Desertification（2019）
FAO 世界森林資源評価（2020）
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世界の乾燥地域

湿度の高い地域
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学校で活用できる
JICA国際理解教育/開発教育支援
プログラム

国内拠点の最新情報を
JICAのサイトでチェック

もっと知りたい
JICA国内拠点
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地
球
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ろ
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目
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展

示﹁
地
球
ナ
ビ
﹂で
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︑
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Ｄ
Ｇ
ｓ

の
各
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
学
べ
る
︒

講
師
が
ア
フ
リ
カ
地
域
の
民
族
衣

装
を
着
て
︑
現
地
の
生
活
・
文
化

を
子
ど
も
た
ち
に
紹
介
︒

２
０
２
３
年
の
表
彰
式
で
の
一
枚
︒

審
査
員
と
の
座
談
会
や
受
賞
者
同

士
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
っ
た
︒

冊
子
教
材
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
だ
け

で
な
く
︑
無
料
で
の
貸
し
出
し
や
提

供
に
も
対
応
︒
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3

「 市 民 参 加 に よ る 国
際 協 力 の 拠 点 」と し
てオープンしたJICA

地球ひろば。東京をはじめ全国８か所で、映像やクイズによる展示に加え、
民族衣装の試着や世界の料理を味わえるレストランなど、�見て・聞いて・
さわって�、途上国の暮らしや地球が抱える課題、国際協力の現状を学べ
る場所となっている。JICA横浜に併設する海外移住資料館では、日本人の
海外移住の歴史と日系人の現在を学ぶことができる。

途上国の現状や日本
との関係について理
解 を 深 め、グ ロ ー バ

ル社会の中で自分たち一人ひとりがどのように行動すべきかを考えても
らうことを目的として、中学生と高校生を対象に毎年開催。上位入賞者に
は約１週間の海外研修やフェアトレード商品を贈呈。海外研修では訪問国
の文化体験や同年代の生徒との交流、現場が抱える課題とそれらに対する
JICAの取り組みを視察することで、国際理解をさらに深める。

開発教育に興味・関
心のある教員を対象
に、途 上 国 を 訪 問 す

る「教師海外研修」、それぞれの国内拠点でテーマ別に行われる「国内研修」、
指導案の作成・授業実践のレベルアップに取り組む「指導者研修」など、対
象者や目的が異なるさまざまな研修を実施している。参加者同士の意見交
換や協働作業を通してネットワークを築くことで、研修後も各地域の学校
教育関係者と連携してさらなる開発教育の推進を図る。

14

11

12

地球ひろば訪問

9
7

5

4

2
1

国際協力エッセイコンテスト

開発教育支援教材

▲  ▲  ▲
地球ひろばの

最新情報

▲  ▲  ▲
エッセイコンテストの

最新情報

１
９
６
５
年
か
ら
続
く
教
師
海
外

研
修
︒
約
10
日
間
の
海
外
研
修
と

渡
航
前
後
の
国
内
研
修
で
構
成
︒

教員向け研修 

▲  ▲  ▲
教員向け研修の

最新情報

国際協力出前講座

▲  ▲  ▲
国際協力出前講座の

最新情報

▲  ▲  ▲
開発教育支援教材の

最新情報

JICA の国内拠点
（★：体験型施設）

海外協力隊の経験者
や職員、国際協力専
門員など国際協力に
携わったJICA関係者や途上国からの研修員が講師となり、自らの体験を
ベースに国際理解につながる内容を伝える。講師が直接訪問する「対面
型」と、途上国で活動中の隊員などと交流する「オンライン型」の２種類
から選択可能。体験談、異文化理解、国際協力キャリア、SDGsなど希望の
テーマに沿って講師と講座内容を組み立てる。

子どもたちが世界の
現状や課題について
理 解 を 深 め る た め
の教材を作成し、無料で提供している。主体的・対話的で深い学びにつな
がるよう、授業でそのまま活用できるワークや、映像、マンガで学ぶもの、
さらにはゲームを取り入れたものまで各種揃える。多文化共生の教材や、
教員向けに授業のヒントとなるようなガイド冊子や指導案事例も。すべ
て地球ひろばのホームページからダウンロードが可能となっている。

16 JICA 沖縄（おきなわ地球ひろば）★

3 JICA 東北

10 JICA 北陸

13 JICA 四国

15 JICA 九州（きゅうしゅう地球ひろば）★

8 JICA 横浜（海外移住資料館）★

7  JICA 地球ひろば★

6 JICA 東京

1 JICA 北海道（札幌／ほっかいどう地球ひろば）★

11 JICA 中部（なごや地球ひろば）★

12 JICA 関西（かんさい地球ひろば）★

14 JICA 中国（ひろしま地球ひろば）★

2 JICA 北海道（帯広／おびるっく）★

4 JICA 二本松

9 JICA 駒ヶ根

5 JICA 筑波（つくば地球ひろば）★
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